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１．概要（Summary） 

マイクロビーズは医療工学で細胞の培地などに使われ

ており，大きな注目を浴びている．培地として使われてい

るため，細胞に及ぼす影響から，マイクロビーズ物理特性

を計測することは重要である．今まで，マイクロビーズのば

ね定数は計測されてこなかった．その理由として，微小な

力と変位を同時に計測することが難しいことがあげられ

る． 
本研究では，壁にマイクロビーズを押しつけ，力と変位

を同時に計測し，ばね定数を算出する MEMS 力変位セ

ンサを提案する．センサは力カンチレバーと変位カンチレ

バーで構成されており，それぞれのカンチレバーは2本の

ビームから構成される．センサを用いてマイクロビーズを

壁に押し当てた際，力と変位はそれぞれのビームの側面

に形成されたピエゾ抵抗の抵抗変化によって計測される． 
 
２．実験（Experimental） 
【利用した主な装置】 
 高 速 大 面 積 電 子 線 描 画 装 置  ADVANTEST 
F5112+VD01 
【実験方法】 

センサの製作において、ナノテクプラットフォームが有

する電子線描画装置（ADVANTEST F5112+VD01）を
利用して、EB 描画マスクを作製した。作製したセンサの

力分解能は 0.1 µN 以下，変位分解能は 1 µm 以下であ

った． 
本研究では，1.5 %と 3.0 %の質量濃度のアルギン酸ナ

トリウム溶液から作成されたマイクロビーズを用いた．マイ

クロビーズが入った溶液に，センサを水平に対して 30°

程度の角度で挿入し，溶液内の壁にマイクロビーズを押し

当てることで，ビーズの復元力と変形量を計測し，ばね定

数を計算した． 

 
３．結果と考察（Results and Discussion） 
２種類のマイクロビーズのばね定数を計測したところ，

1.5 %のビーズは 5.5 N/m であり，3.0 %のビーズは 9.8 
N/m であった．実験結果より，本研究で製作された

MEMS 力変位センサは，マイクロビーズのばね定数を計

測できることを確認できた． 
 

４．その他・特記事項（Others） 
本研究の一部は JSPS 科研費 25000010 の助成によ

って行われた． 
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